
新百合ヶ丘駅をどのような目的で利用しますか？
解答欄の□にチェックを入れてください。複数回答可

おわび　麻生通信2023年1号のアンケート設問2において「新百合ヶ丘
駅をどのように利用されていますか」と聞くところを、編集ミスにより、
「北口再開発に伴いこれだけはやめて欲しいこと」と誤り、意図が読み取
れないのではと指摘頂きました。謹んでおわび申し上げます。
　この設問以外から頂きました貴重なご意見の中で、環境や利便性に
配慮したまちづくりへの関心が高いことがわかってきました。
　今回改めて皆さんの考えをお聞かせ頂ければ幸いです。

※居住地ごとに集計の上、川崎市に提出しますので必ず町番を御記入下さい

ご意見をお聞かせください

【設問1】 

生活環境に配慮したまちづくりで重要とされることは？【設問3】 

利便性の高いまちづくりに求めるものは何ですか？【設問4】 

お住まいは？　          麻生区　　　　　　　　　・　　　丁目

建物以外のオープンスペースには、どのような機能の導入が
望ましいとお考えですか？

【設問2】 

□通勤通学　□仕事　□買い物　□飲食　□趣味・娯楽 
□ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ） 

□ 子供が遊べる広場 　□ お祭りやイベントが出来る広場 
□ スポーツが出来る広場 　□ 安全な歩行者空間 
□ 豊富な緑化空間 　□ 災害発生時の避難場所 　□ 防災備蓄倉庫
□ カーシェアリング 　□ 公共駐輪場　　□ コインパーキング 
□ その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□緑や環境との調和　　□道路渋滞対策　　□公共空間の整備
□歩道などのバリアフリー化
□ その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

あまがさ裕治が取り組んできたテーマはこんなにたくさん！
あなたの知りたい「まちの話題」を、川崎市議会議員・あまがさ裕治が解説します。
このチャンネルでしか聞けない情報もたくさんあります。

YouTube「あまがさ裕治チャンネル」

ぜひチャンネル登録を！
あまがさ裕治チャンネル

川崎市議会議員

あまがさ裕治ゆうじ

予算議会の質疑から
麻生区のまちづくりに
皆様のご意見を！

横浜市高速鉄道3号線
延伸による

麻生区のまちづくり

　給食用牛乳パックのストローレ
ス化の実現について、以前から問
題意識はありましたが、昨年の「こ
どもSDGsフォーラム」で、とても真
剣な思いをお聞きして、なんとし
ても実現しなくてはと思いました。
　その気持ちを、当日フォーラム

にも参加されていた福田市長に、議会で質問させ
ていただきました。市長からも教育である健康給
食とSDGｓの取り組みが合わさることは、とても意
義があることだと認識したと率直な見解をいただ
きました。市長は会社でいえば社長ですから、トッ
プが方向性を示したことで、職員は県に向けても
しっかりと対応してくれました。 
　また時を同じくして、多くの県内の仲間の議員た

ちにも呼びかけ、賛同してもらうこともできました
し、牛乳メーカーの方も社会的な責務として真剣
に受け止めてくれたのです。 リレーで例えれば、気
持ちのある人たちに次々に思いというバトンがつ
ながり、難しいとされたストローレス化は実現でき
たのです。 
　今日参加いただいている企業の方々もそんな
思いを持って活動されているので、皆さんの話を
しっかりと受け止めてくれますから自分の思いが
あれば素直に話してみたらどうでしょうか。 SDGｓ
を達成するには大人も子どもも同じ思いで取り組
まなければできませんから。 

新百合ヶ丘駅周辺地区が
     「二号再開発促進地区」に決定

利便性が高く 住みやすいまちへ

土地利用転換の動向を適切に捉え、機動的にまちづくりを進める

●あまがさ裕治　「都市計画区域の整備、開発及び保全
の方針（以下「整開保」）」の見直しの基本的考え方の策
定において、新百合ヶ丘駅周辺地区については、どのよ
うな議論がなされたのか？
■藤倉副市長　根幹的な都市計画の方針を定める「整
開保」などの見直しに向け、基本的な考え方の検討を進
めている。近年の都市作りに関する動向を把握するとと
もに、新百合ヶ丘駅周辺地区に今後、必要な取り組みな
どを取りまとめている。新百合ヶ丘駅周辺については、魅
力ある都市づくりとして、駅周辺における適切な土地利
用の誘導や、交通環境の改善、文化や芸術などの地域特
性を活かした、計画的な市街地整備等を推進するものと
しており、パブリックコメントなどにより、地域の皆様か
らご意見をうかがっているところである。
　今後、これを取りまとめ、「整開保」などの都市計画手
続きを進め、令和6年度に都市計画決定を行う予定。

●あまがさ裕治　今後、新百合ヶ丘駅周辺地区は「二号
再開発促進地区」に指定されるべきと考えるが、今後の
方向性について。あわせて「整開保」に加えて「新百合ヶ
丘周辺まちづくり方針」を策定し、より分かりやすくまち
づくりを進めるべきと考えるが、副市長の見解は？
■藤倉副市長　新百合ヶ丘駅周辺地区は、芸術、文化等
の地域資源等を活かした魅力ある広域拠点の形成が求
められており、横浜市高速鉄道3号線延伸に伴う周辺環
境の変化等を見据え、駅周辺における低未利用地の土
地利用転換の誘導や、交通結節機能の強化に向けた取
り組み等が必要であると認識している。
　こうした状況踏まえ、現在見直しを進めている「整開
保」などの中で、特に一体かつ総合的に市街地の再開発
を促進すべき相当規模の地区を定める「二号再開発促
進地区」とすることで、土地利用、転換の動向等を適切に
捉えながら、機能的にまちづくりを進めることが重要で
あると考えている。
　また、根幹的な都市計画である当該方針に合わせ、街
の将来像として、土地利用や交通体系等について、具体
的に示す新百合ヶ丘駅周辺地区の「まちづくり方針」を市
民の皆さんに示したいと考えている。

二号再開発促進地区とは
計画的な再開発が必要な市街地で、特に一体的かつ総
合的に市街地の再開発を促進すべき相当規模の地区

今年の「こどもSDGsフォーラム」に
参加したこどもたちへのメッセージ
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